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古
筆
切
拾
塵
抄
・
続
（
十
）

│
入
札
目
録
の
写
真
か
ら
│

小

島

孝

之

は
じ
め
に

再
び
昭
和
三
年
の
入
札
目
録
を
取
り
上
げ
よ
う
。
今
回
は
、
昭
和
三

年
九
月
二
十
四
日
に
入
開
札
が
行
わ
れ
た
『
江
州
浅
見
家
所
蔵
品
入
札

目
録
』
で
あ
る
。
こ
れ
も
Ａ
４
判
の
大
型
の
冊
子
で
、
厚
さ
二
・
五
セ

ン
チ
を
超
え
、
天
金
を
施
し
て
、
さ
ら
に
秩
入
り
と
、
た
い
そ
う
贅
沢

な
造
本
で
あ
る
。

こ
こ
で
言
う
「
浅
見
家
」
と
は
、
近
江
の
豪
商
浅
見
又
蔵
氏
を
さ
す
。

近
江
の
浅
見
氏
と
い
え
ば
、
戦
国
時
代
の
近
江
国
守
護
京
極
氏
の
被
官

で
あ
っ
た
浅
見
氏
が
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
。
浅
見
氏
は
同
じ
京
極
家
の
被

官
か
ら
成
り
あ
が
っ
た
浅
井
氏
の
勢
力
下
に
組
み
込
ま
れ
た
が
、
浅
井

氏
が
織
田
信
長
に
敗
れ
た
後
、
柴
田
勝
家
に
仕
え
た
と
さ
れ
る
。
そ
の

後
の
子
孫
の
動
静
に
つ
い
て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
が
、
近
江
の
地
で
一

定
の
地
位
を
保
っ
た
に
違
い
な
い
。
入
札
目
録
の
浅
見
家
が
こ
の
戦
国

の
雄
浅
見
氏
と
直
接
関
係
が
あ
る
か
否
か
は
不
明
だ
が
、
同
じ
近
江
と

い
う
点
か
ら
考
え
れ
ば
、
何
ら
か
の
繋
が
り
が
あ
る
の
だ
ろ
う
。

さ
て
、
又
蔵
は
、
近
江
長
浜
の
薬
種
問
屋
若
森
彦
右
衛
門
の
三
男
と

し
て
天
保
十
年
に
生
ま
れ
た
。
縮
緬
の
製
造
・
販
売
で
財
を
な
し
た
同

じ
長
浜
の
浅
見
家
の
養
子
に
入
っ
た
。
折
か
ら
繊
維
産
業
は
日
本
の
近

代
化
と
共
に
大
き
く
発
展
し
た
。
時
運
に
乗
じ
て
又
蔵
は
、
縮
緬
の
輸

出
に
も
乗
り
出
し
巨
万
の
富
を
得
た
と
い
う
。
実
業
家
と
し
て
は
、
長

浜
の
振
興
の
た
め
に
銀
行
設
立
を
企
て
、
第
二
十
一
国
立
銀
行
を
長
浜

に
設
立
す
る
こ
と
に
成
功
し
、
後
に
は
頭
取
に
な
る
。
さ
ら
に
大
津
の
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第
六
十
四
国
立
銀
行
の
経
営
立
て
直
し
に
協
力
し
、
二
十
一
銀
行
の
頭

取
を
辞
し
た
後
、
六
十
四
銀
行
の
頭
取
に
就
任
し
た
。
ま
た
、
琵
琶
湖

の
湖
上
輸
送
の
推
進
に
も
力
を
入
れ
、
太
湖
汽
船
の
社
長
に
就
い
た
り
、

地
元
に
小
学
校
を
設
立
し
た
り
、
日
本
赤
十
字
に
熱
心
に
取
り
組
む
な

ど
し
て
、
県
会
議
員
や
長
浜
町
長
を
務
め
る
な
ど
、
地
元
の
発
展
の
た

め
に
多
方
面
で
貢
献
し
た
。
滋
賀
県
の
近
代
化
を
推
進
し
た
人
物
だ
っ

た
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
明
治
三
十
三
年
に
没
し
た
。
跡
を
継
い
だ

そ
の
息
子
が
二
代
目
又
蔵
を
襲
名
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
入
札
は
二
代

目
又
蔵
の
時
代
に
あ
た
る
。
出
品
さ
れ
た
古
美
術
品
の
蒐
集
を
行
っ
た

の
が
、
初
代
又
蔵
な
の
か
、
二
代
目
又
蔵
な
の
か
は
確
認
で
き
な
い
が
、

今
回
参
照
し
た
『
浅
見
又
蔵
伝
』（
町
原
亮
著（
注
１
））

に
よ
れ
ば
、
初
代
は
、

明
治
五
年
の
長
浜
大
火
に
際
し
て
自
家
の
備
蓄
米
を
放
出
し
て
被
災
者

に
供
し
た
と
か
、
長
浜
の
人
々
の
た
め
に
寄
付
を
重
ね
た
と
か
、
慈
善

事
業
を
自
分
の
使
命
と
思
っ
て
い
た
と
か
い
う
一
方
、
古
美
術
品
蒐
集

の
こ
と
は
全
く
言
及
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
、
そ
の
方
面
の
趣
味
は
な
か

っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
他
方
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
二
代
目
の
時

代
に
入
札
会
で
入
手
し
た
と
思
わ
れ
る
品
が
こ
の
入
札
会
に
出
品
さ
れ

て
い
る
か
ら
、
二
代
目
が
古
美
術
品
を
蒐
集
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
。

お
そ
ら
く
今
回
の
浅
見
家
の
入
札
に
出
さ
れ
た
の
は
、
二
代
目
又
蔵
が

主
に
蒐
集
し
た
古
美
術
品
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
と
推
測
す
る
。

さ
て
、
さ
し
も
の
大
富
豪
も
昭
和
二
年
三
月
に
端
を
発
す
る
昭
和
大

恐
慌
に
巻
き
込
ま
れ
、
そ
の
経
営
下
に
あ
る
近
江
銀
行
が
破
綻
し
た
た

め
、
私
財
を
投
げ
打
つ
必
要
に
迫
ら
れ
た
ら
し
い
。
所
有
の
古
美
術
品

を
手
放
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
っ
た
よ
う
で
、
つ
い
に
、
昭
和
三
年
九
月

に
所
蔵
品
を
売
却
す
る
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
折
の
入
札
目
録
が

今
回
取
り
上
げ
る
も
の
で
、
そ
の
売
却
の
事
情
か
ら
す
れ
ば
、
随
分
贅

沢
な
目
録
で
あ
る
よ
う
な
気
も
す
る
が
、
そ
の
あ
た
り
の
事
情
に
つ
い

て
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。

と
も
あ
れ
、
こ
こ
で
こ
の
目
録
を
取
り
上
げ
る
理
由
は
、
三
点
の
古

筆
手
鑑
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
よ
る
。
掛
け
軸
に
仕
立
て
ら
れ
た

一
点
も
の
の
古
筆
切
は
た
だ
一
点
、「
今
城
切
」
の
写
真
が
あ
る
だ
け

で
、
そ
の
「
今
城
切
」
も
、
現
在
は
飯
島
春
敬
氏
の
所
蔵
品
と
し
て
、

各
種
展
示
図
録
な
ど
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
、
特
に
取
り
上
げ
る

必
要
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
他
方
、
三
点
の
古
筆
手
鑑
は
『
古
筆
学
大

成
』
に
も
ご
く
一
部
の
写
真
が
転
載
さ
れ
て
い
る
の
み
で
、
多
く
が
取

り
残
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、『
古
筆
切
資
料
集
成
』
も
ご
く
一
部
を
翻

刻
し
て
い
る
に
過
ぎ
な
い
。
取
り
残
さ
れ
た
も
の
は
あ
ま
り
主
要
な
古

筆
切
で
は
な
い
と
い
う
の
が
採
用
を
割
愛
し
た
理
由
に
違
い
な
い
が
、

そ
れ
で
も
い
く
ら
か
は
記
録
を
残
す
べ
き
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

取
り
あ
え
ず
、
唯
一
の
軸
物
で
あ
る
「
今
城
切
」
に
つ
い
て
触
れ
て
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お
く
。
管
見
に
入
っ
た
最
初
の
記
録
は
、
大
正
十
四
年
四
月
に
行
わ
れ

た
『
今
村
繁
三
氏
蔵
品
入
札
目
録
』
で
あ
る
。
お
そ
ら
く
こ
れ
を
浅
見

又
蔵
が
入
手
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
こ
の
昭
和
三
年
の
浅
見
家
の

売
立
で
所
蔵
者
が
変
わ
る
が
、
昭
和
八
年
に
京
都
美
術
倶
楽
部
で
行
な

わ
れ
た
『
某
家
所
蔵
品
入
札
目
録
』
の
巻
頭
を
飾
っ
て
い
る
。
そ
の
後

赤
坂
の
古
美
術
商
水
戸
幸
が
入
手
し
た
ら
し
く
、
昭
和
十
六
年
四
月
に

水
戸
幸
が
主
催
し
た
『
古
筆
展
観
目
録
』
に
出
品
さ
れ
て
い
る
。
お
そ

ら
く
こ
の
時
あ
た
り
に
本
断
簡
は
飯
島
春
敬
氏
の
所
有
に
帰
し
た
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
戦
後
、
飯
島
氏
が
出
版
し
た
『
日
本
書
道
大
系
』

『
昭
和
古
筆
名
鑑
』『
名
宝
古
筆
大
手
鑑
』
や
、
展
覧
会
の
図
録
で
も
あ

る
『
日
本
の
書
の
美
』『
平
安
の
書
の
美
』『
春
敬
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
名
品

図
録
』『
春
敬
の
眼
』
等
々
に
原
寸
大
や
カ
ラ
ー
写
真
が
掲
載
さ
れ
て

お
り
、
容
易
に
そ
の
姿
を
窺
う
こ
と
が
で
き
る
。
現
在
は
春
敬
記
念
書

道
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
　「
八
七
　
古
筆
手
鑑
『
花
月
』」

三
点
の
古
筆
手
鑑
の
最
初
の
一
点
は
、
目
録
八
七
番
の
「
花
月
」
と

い
う
題
簽
を
付
す
手
鑑
で
、
見
出
し
に
は
「
東
本
願
寺
伝
来
」
と
付
記

さ
れ
て
い
る
。
題
簽
の
「
花
月
」
に
は
「
徹
書
記
花
月
（
琴
山
印
）」

と
い
う
極
札
が
右
肩
に
貼
っ
て
あ
る
。

こ
の
手
鑑
は
、
は
や
く
大
正
三
年
三
月
の
『
上
野
好
撰
氏
所
蔵
品
入

札
目
録
』
中
に
「
東
本
願
寺
伝
来
」
と
し
て
出
て
い
る
の
で
、
二
代
目

又
蔵
が
こ
れ
を
入
手
し
た
と
推
察
で
き
る
。

後
述
の
断
簡
の
中
に
は
、『
古
筆
学
大
成
』
に
「
個
人
蔵
重
美
手
鑑

花
月
」
と
い
う
形
で
掲
載
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
現
在
も
形

を
変
え
ず
に
、
個
人
蔵
書
家
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
さ

ま
ざ
ま
な
書
物
の
解
説
中
に
「
古
筆
手
鑑
花
月
」
の
情
報
が
登
場
す
る

こ
と
に
鑑
み
れ
ば
、
こ
れ
を
調
べ
た
研
究
者
は
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ

る
。
そ
の
よ
う
な
方
々
か
ら
の
詳
し
い
発
表
を
待
つ
べ
き
か
と
も
考
え

る
が
、
現
在
の
と
こ
ろ
断
片
的
な
情
報
し
か
報
告
さ
れ
て
い
な
い
の
で
、

ご
く
一
部
の
不
充
分
な
情
報
に
過
ぎ
な
い
け
れ
ど
、
分
か
る
こ
と
だ
け

で
も
記
し
て
お
き
、
い
ず
れ
全
貌
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
日
を
待
ち
た
い

と
思
う
。

以
下
、
目
録
に
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
順
に
取
り
上
げ
る
。
極
札

の
記
述
を
見
出
し
に
す
る
。

一
、「
高
倉
殿
範
音
卿
ひ
と
り
ぬ
る
（
守
村
）」

内
容
は
「
堀
河
百
首
」（
新
編
国
歌
大
観
番
号
一
二
三
三
〜
一
二
三

五
番
）
で
あ
る
。
寸
法
の
記
述
が
な
い
の
で
正
確
な
こ
と
は
分
か
ら
な
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い
が
、
寸
法
が
ほ
ぼ
分
か
っ
て
い
る
他
の
断
簡
と
の
比
較
か
ら
、
縦
25

セ
ン
チ
前
後
と
思
わ
れ
る
。
室
町
の
写
本
と
思
し
く
、
さ
し
て
重
要
な

意
味
の
あ
る
伝
本
と
は
思
わ
な
い
が
、「
堀
河
百
首
」
の
古
筆
切
自
体

は
比
較
的
少
な
く
、
本
断
簡
の
ツ
レ
と
思
し
き
も
の
も
管
見
に
入
ら
な

い
。

ひ
と
り
ぬ
る
我
に
て
し
り
ぬ
池
水
に

つ
か
は
ぬ
を
し
の
お
も
ふ
心
を

涙
河
よ
を
う
き
舟
の
な
き
さ
に
は

お
も
ひ
た
え
せ
ぬ
縄
手
引
ら
し

水
ひ
き
の
あ
わ
せ
の
い
と
の
一
す
ち
に

本
文
は
『
新
編
国
歌
大
観
』
と
少
異
が
あ
る
が
、『
校本

堀
河
百
首
和
歌

と
そ
の
研
究
本
文
研
究

篇（
注
２
）』
の
底
本
と
は
完
全
に
一
致
す
る
。
良
好
な
本
文
を

持
つ
本
か
も
し
れ
な
い
。（
図
１
）

図1　伝高倉範音・堀河百首切

二
、「
小
野
道
風
朝
臣
同
聲
（
守
村
）」

紺
紙
金
字
経
と
思
わ
れ
る
。
色
刷
り
で
は
な
い
の
で
紙
の
色
は
不
明

で
あ
り
、
藍
ま
た
は
紫
紙
の
可
能
性
も
な
く
は
な
い
が
、
通
常
は
だ
い

た
い
紺
紙
で
あ
る
。
内
容
は
『
法
華
経
』
化
城
喩
品
で
あ
る
（
大
正
新

修
大
蔵
経
024
頁
ｂ
04
〜
10
行（
注
３
））。

以
前
に
も
書
い
た
が
（
注
４
）、「

小
野
道
風
」

を
称
す
る
経
切
は
『
法
華
経
』
が
圧
倒
的
に
多
く
、
次
い
で
『
無
量
義

経
』
が
多
い
。
こ
れ
は
「
伝
道
風
」
の
経
切
の
中
で
唯
一
固
有
名
を
持

つ
「
愛
知
切
」
が
『
観
普
賢
経
』
乃
至
『
無
量
義
経
』
で
あ
る
こ
と
と

関
係
が
あ
る
の
だ
ろ
う
か
。
右
の
両
経
が
『
法
華
経
』
の
開
経
と
結
経

で
あ
る
点
を
考
え
れ
ば
、『
法
華
経
』
も
含
め
た
十
巻
一
具
で
あ
っ
た

と
推
定
で
き
る
の
だ
が
、
今
の
所
「
愛
知
切
」
と
見
な
せ
る
『
法
華

経
』
は
管
見
に
入
ら
な
い
。
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同
聲
以
偈
頌
曰

唯
願
天
人
尊　

転
無
上
法
輪　

撃
于
大
法
鼓　

而
吹
大
法
螺

普
雨
大
法
雨　

度
無
量
衆
生　

我
等
咸
帰
請　

当
演
深
遠
音

爾
時
大
通
智
勝
如
来
黙
然
許
之
西
南
方
乃
至

下
方
亦
復
如
是
爾
時
上
方
五
百
万
億
国
土
諸

伝
小
野
道
風
の
紺
紙
金
字
法
華
経
の
断
簡
は
他
に
も
数
点
を
目
に
し

て
い
る
が
、
本
断
簡
の
ツ
レ
と
思
し
き
同
筆
の
断
簡
は
未
だ
管
見
に
入

ら
な
い
。（
図
２
）

図2　伝小野道風・経切（法華経）

三
、「
参
議
佐
理
卿
奉
経
□
（
守
村
）」

内
容
不
明
の
断
簡
。
漢
詩
文
の
一
部
で
あ
ろ
う
か
。
そ
も
そ
も
解
読

で
き
な
い
の
は
私
の
力
不
足
ゆ
え
で
恥
ず
か
し
い
限
り
で
あ
る
が
、
一

応
試
読
し
て
み
る
。

奉
経 

鮫 

残
妙
琵

と
り
わ
け
三
字
目
は
見
当
も
付
か
な
い
。
極
札
の
文
字
は
形
を
似
せ

て
い
る
は
ず
だ
が
全
然
違
う
形
で
、
し
か
も
解
読
不
能
の
文
字
な
の
で
、

□
と
し
て
お
い
た
。
世
に
あ
る
「
伝
佐
理
」
の
漢
詩
文
？
切
の
中
で
は

そ
こ
そ
こ
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
か
と
思
わ
れ
る
が
、
古
筆
切
と
し
て
は
と

も
か
く
、
作
品
と
し
て
は
意
義
云
々
の
対
象
に
は
な
る
ま
い
。（
図
３
）図3　伝藤原佐理・未詳漢詩文切
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四
、「
世
尊
寺
行
成
卿
毎
一
相
（
守
村
）」

『
白
氏
文
集
』
の
断
簡
。
藤
原
行
成
真
筆
の
『
白
氏
文
集
』
と
し
て

名
高
い
も
の
。

藤
原
行
成
筆
の
『
白
氏
文
集
』
と
し
て
は
、
東
京
国
立
博
物
館
に
所

蔵
さ
れ
る
『
白
氏
詩
巻
』
が
真
筆
と
し
て
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
ほ

か
、
後
嵯
峨
院
本
『
白
氏
文
集
』（
巻
子
本
が
正
木
美
術
館
に
所
蔵
さ

れ
、
重
文
指
定
を
受
け
て
い
る
。
他
に
数
点
の
断
簡
が
あ
る
。）
と
、

「
驪
高
宮
」（
巻
子
本
、
陽
明
文
庫
所
蔵
）、「
百
錬
鏡
」（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術

館
蔵
「
翰
墨
城
」
所
載
）
の
二
点
が
残
る
も
の
と
、「
江
州
司
馬
庁

記
」「
草
堂
記
」
の
断
簡
が
残
る
も
の
の
、
三
種
が
あ
る
。
そ
れ
ら
の

う
ち
、「
百
錬
鏡
」
は
菅
原
道
真
筆
と
伝
え
、「
驪
高
宮
」
も
行
成
よ
り

や
や
下
る
時
代
の
写
で
あ
る
と
い
う
説
も
あ
り
真
筆
で
は
な
い
と
さ
れ

て
い
る
。

「
江
州
司
馬
庁
記
」
の
断
簡
は
三
点
が
、「
草
堂
記
」
の
断
簡
は
二
点

が
知
ら
れ
て
お
り
、
こ
ち
ら
は
行
成
の
真
筆
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

「
花
月
」
所
載
の
本
断
簡
は
従
来
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、『
古
筆
学

大
成
』
が
「
個
人
蔵
重
美
手
鑑
花
月
」
に
あ
る
と
し
て
初
め
て
写
真
を

公
開
し
た
こ
と
に
よ
り
知
ら
れ
る
に
至
っ
た
。
こ
れ
は
、『
白
氏
文

集
』
巻
六
十
一
の
「
酔
吟
先
生
伝
」
の
一
部
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
写

真
・
翻
刻
は
省
略
す
る
。

五
、「
後
京
極
良
経
公
尒
時
薬
王
（
琴
山
）」

「
後
京
極
良
経
公
妙
法
蓮
華
経
（
守
村
）」

二
枚
の
極
札
を
持
つ
。
後
京
極
良
経
と
伝
称
さ
れ
る
経
切
の
中
で
最

も
代
表
的
な
も
の
。
い
わ
ゆ
る
後
京
極
流
の
書
風
の
濃
厚
な
古
筆
切
で

あ
る
。
数
も
比
較
的
多
く
、
十
数
点
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。

内
容
は
『
法
華
経
』
勧
持
品
第
十
三
の
巻
頭
三
行
（
大
正
新
修
035
頁

ｃ
27
〜
036
頁
ａ
01
行
）
で
あ
る
。

妙
法
蓮
華
経
勧
持
品
第
三
十
三

尒
時
薬
王
菩
薩
摩
訶
薩
及
大
楽
説
菩
薩
摩
訶

薩
與
二
萬
菩
薩
眷
属
俱
皆
於
佛
前
作
是
誓
言

ツ
レ
の
断
簡
に
は
、『
高
松
宮
御
蔵
御
手
鑑
』
に
24
行
の
大
き
な
も
の
が

あ
る
（
図
４
）。
そ
の
他
、
十
数
点
が
確
認
で
き
る
。
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図4　伝後京極良経・経切（法華経）

六
、「
九
条
殿
教
家
卿
恵
亮
和
尚
ハ
（
守
村
）」

『
宝
物
集
』
の
断
簡
で
あ
る
。
説
話
関
係
の
古
筆
切
は
『
三
宝
絵
』

の
「
東
大
寺
切
」
を
例
外
と
す
れ
ば
い
た
っ
て
少
な
い
。『
宝
物
集
』

も
例
外
で
な
く
、
わ
ず
か
数
種
に
限
ら
れ
る
。
そ
の
中
で
複
数
の
断
簡

の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る
の
が
、
こ
の
伝
教
家
筆
の
そ
れ
で
あ
る
。
本

断
簡
に
つ
い
て
は
、
早
く
藤
井
隆
氏
が
『
青
須
我
波
良
』
26
号
の
論
文

で
、
翻
刻
と
と
も
に
詳
細
に
論
じ
て
お
ら
れ
る
。
ま
た
高
橋
信
幸
氏
も

『
史
料
と
研
究
』
７
号
に
翻
刻
を
載
せ
て
い
る
。
し
か
し
、
い
ず
れ
も

時
代
的
な
制
約
あ
る
い
は
雑
誌
の
事
情
な
ど
に
よ
り
、
図
版
は
載
せ
て

い
な
い
。
伝
教
家
の
「
宝
物
集
切
」
に
は
、
藤
井
論
文
が
指
摘
し
て
い

る
よ
う
に
甲
・
乙
の
二
種
が
あ
り
、
図
版
が
な
い
と
ツ
レ
か
否
か
の
判

断
が
難
し
く
、
今
後
の
ツ
レ
の
発
見
の
た
め
に
も
図
版
は
不
可
欠
で
あ

る
。
よ
っ
て
、
こ
こ
に
図
版
を
掲
げ
る
こ
と
に
す
る
。
翻
刻
に
つ
い
て

は
前
述
の
よ
う
に
、
す
で
に
お
二
人
の
業
績
が
あ
る
の
で
省
略
す
る
。

（
図
５
）

図5　伝九条教家・宝物集切

七
、「
松
殿
忠
嗣
卿
な
と
や
か
く
（
守
村
）」

『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
二
（
七
四
四
〜
七
四
五
）
の
断
簡
で
あ
る
。

た
だ
し
こ
の
ツ
レ
の
断
簡
は
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は
三
点
、「
伝
近
衛図6　伝松殿忠嗣（近衛道嗣）・千載集切

八
、「
俊
成
卿
よ
の
ほ
と
に
（
琴
山
）」

藤
原
俊
成
自
筆
の
「
日
野
切
」『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
八
（
一
一
六

九
）
の
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に
「
個
人
蔵
重
美
手
鑑
『
花

月
』」
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
図
版
、

翻
刻
を
省
略
す
る
。

九
「
定
家
卿
兼
雅
左
佐
（
守
村
）」

藤
原
定
家
自
筆
の
「
小
記
録
切
」
で
あ
る
。
定
家
の
小
記
録
切
は
相

当
な
数
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵
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道
嗣
筆　

千
載
和
歌
集
切
」
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
私
の
手
許
の

集
計
で
は
他
に
四
点
の
断
簡
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
「
松
殿
忠
嗣
卿
」
と

い
う
極
札
を
持
つ
。
は
た
し
て
ど
ち
ら
を
伝
称
筆
者
名
と
す
べ
き
か
迷

う
と
こ
ろ
で
あ
る
。「
忠
嗣
」
の
方
が
優
勢
な
の
で
は
な
い
か
と
思
う

が
、
情
報
の
混
乱
を
避
け
る
意
味
で
、
最
初
に
公
刊
し
た
『
古
筆
学
大

成
』
に
準
じ
て
置
く
の
が
穏
当
な
の
か
と
思
う
。

　
　
　
　
　
　

二
条
院　
　

御
せ
い

な
と
や
か
く
さ
も
く
れ
か
た
き
お
ほ
そ
ら

わ
か
ま
つ
こ
と
は
あ
り
と
し
ら
す
や

　
　

百
首
歌
の
な
か
に
こ
ひ
の
こ
ゝ
ろ
を

　
　
　
　
　
　

式
子
内
親
王

そ
て
の
い
ろ
は
人
の
と
ふ
ま
て
な
り
も
せ
よ

ふ
か
き
お
も
ひ
を
き
み
し
た
の
ま
は

架
蔵
に
巻
一
の
断
簡
が
あ
り
、
他
に
巻
四
、
五
、
十
二
、
十
五
の
断

簡
が
あ
る
の
で
、
全
巻
に
亘
っ
て
切
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
も
っ

と
多
く
見
つ
か
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
の
だ
が
、
そ
の
割
に
は

少
な
い
。
お
そ
ら
く
報
告
さ
れ
て
い
な
い
断
簡
が
多
く
現
存
す
る
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。（
図
６
）

図6　伝松殿忠嗣（近衛道嗣）・千載集切

八
、「
俊
成
卿
よ
の
ほ
と
に
（
琴
山
）」

藤
原
俊
成
自
筆
の
「
日
野
切
」『
千
載
和
歌
集
』
巻
十
八
（
一
一
六

九
）
の
断
簡
で
あ
る
。『
古
筆
学
大
成
』
に
「
個
人
蔵
重
美
手
鑑
『
花

月
』」
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
よ
っ
て
図
版
、

翻
刻
を
省
略
す
る
。

九
「
定
家
卿
兼
雅
左
佐
（
守
村
）」

藤
原
定
家
自
筆
の
「
小
記
録
切
」
で
あ
る
。
定
家
の
小
記
録
切
は
相

当
な
数
が
あ
る
が
、
そ
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で
、
宮
内
庁
三
の
丸
尚
蔵



76

館
や
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
あ
る
程
度
ま
と
ま
っ
た
も
の
が
あ
る
『
長

秋
記
』
や
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
に
相
当
な
分
量
が
残
る
『
朝
儀
諸
次

第
』
な
ど
が
多
い
。
し
か
し
、
そ
の
他
に
書
名
の
判
明
し
な
い
断
簡
が

多
く
、
ま
だ
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
未
解
明
と
い
え
る
。
本
断
簡
も
今
の
と

こ
ろ
出
典
を
特
定
で
き
て
い
な
い
。

兼
雅
左
佐
親
信 
立 
左
大 
将 

前
右
中 

将 

實
宗

右
尉
通 

宗 

立
右
大
将
前 
同 
時
進
奏

仁
安
三
右
大
将
取
左
基
家
指
寄

文
杖
左　
　
　
　
　

主
上
令
祓

取
文
御
次
将
乍
持
杖
途
行
下

名
前
や
身
分
が
色
々
出
て
く
る
の
で
手
掛
か
り
は
あ
る
わ
け
で
、
よ

く
調
べ
れ
ば
何
時
の
何
の
記
事
か
特
定
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
今

は
未
詳
で
あ
る
。（
図
７
）

図7　藤原定家・小記録切

一
○
、「
為
家
卿
は
き
か
は
な
（
守
村
）」

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
四
（
三
三
一
〜
三
三
四
）
の
断
簡
。
一
首
一

行
書
の
や
や
大
き
め
の
四
半
本
ら
し
い
。
伝
為
家
の
「
新
古
今
集
切
」

は
三
十
種
以
上
存
在
し
、
ツ
レ
の
同
定
は
困
難
を
極
め
る
。
今
の
と
こ

ろ
ツ
レ
ら
し
き
も
の
は
見
当
た
ら
な
い
。

　
　
　

守
覚
法
親
王
五
十
首
哥 

よ 

ま
せ
侍
け
る
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

顕
照
法
師
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は
き
か
は
な
ま
そ
て
に
か
け
て
た
か
ま
と
の
お
の
へ
の
宮
に
ひ
れ 

 

ふ
る
は
た
れ

　
　
　

題
不
知　
　
　
　
　
　
　
　

祐
子
内
親
王

を
く
つ
ゆ
も
し
つ
こ
ゝ
ろ
な
く
秋
風
に
み
た
れ
て
さ
け
る
ま
の
ゝ 

 

は
き
は
ら　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

人
麿

秋
は
き
の
さ
き
ち
る
の
へ
の
ゆ
ふ
露
に
ぬ
れ
つ
ゝ
き
ま
せ
よ
は
ふ

 

け
ぬ
と
も　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

中
納
言
家
持

さ
を
し
か
の
あ
さ
た
つ
野
辺
の
秋
は
き
に
た
ま
と
み
る
ま
て
を
け 

 

る
し
ら
露　

印
刷
の
都
合
上
、
一
首
を
一
行
に
収
め
き
れ
な
か
っ
た
が
、
実
際
は

す
べ
て
一
行
内
に
収
ま
っ
て
い
る
。
伝
為
家
の
「
新
古
今
集
切
」
は
、

一
首
二
行
書
の
六
半
の
升
型
本
が
大
半
を
占
め
、
本
断
簡
の
よ
う
な
一

首
一
行
書
の
断
簡
は
珍
し
い
。
し
た
が
っ
て
、
為
家
以
外
の
伝
称
筆
者

名
の
も
の
の
中
に
ツ
レ
が
存
在
す
る
可
能
性
は
否
定
で
き
な
い
が
、
調

べ
切
れ
て
い
な
い
。（
図
８
）

図8　伝藤原為家・新古今集切

一
一
、「
為
氏
卿
き
の
ふ
よ
り
（
琴
山
）」

正
体
不
明
の
未
詳
歌
集
切
で
あ
る
。
内
容
は
二
首
の
贈
答
歌
だ
が
、

秋
風
と
野
辺
に
掛
け
た
恋
の
歌
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
残
念
な
が
ら
、

『
新
編
国
歌
大
観
』
の
索
引
か
ら
は
検
出
で
き
な
か
っ
た
。

き
の
ふ
よ
り
し
く
れ
に
か
ゝ
る
は
な
を
う
ゑ
て

の
へ
や
る
へ
く
も
あ
ら
ぬ
あ
き
か
な

　
　
　

か
へ
し

君
か
た
め
ち
と
せ
の
ま
つ
は
な
け
れ
は
や

の
へ
や
る
へ
く
も
あ
ら
す
ふ
く
ら
ん
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伝
為
氏
筆
の
未
詳
家
集
切
数
種
の
う
ち
に
も
同
種
の
も
の
は
見
い
だ

せ
な
い
。（
図
９
）

図9　伝二条為氏・未詳歌集切

一
二
、「
津
守
国
夏
老
ぬ
と
て
（
守
村
）」

『
新
古
今
和
歌
集
』
巻
十
八
（
一
六
九
六
〜
一
六
九
九
）
の
断
簡
。

津
守
国
夏
を
伝
称
筆
者
と
す
る
「
新
古
今
集
切
」
は
従
来
本
断
簡
以
外

を
知
ら
な
か
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
田
中
登
氏
が
『
平
成
新
修
古
筆
資
料

集
』
シ
リ
ー
ズ
の
第
五
冊
に
初
め
て
一
葉
の
伝
国
夏
の
「
新
古
今
集

切
」
を
発
表
さ
れ
た
。
伝
国
夏
の
古
筆
切
の
筆
跡
は
、
通
常
、
典
型
的

な
世
尊
寺
流
で
あ
る
。
田
中
氏
蔵
の
断
簡
も
そ
う
で
あ
る
。
本
断
簡
は

ど
う
か
と
い
う
と
、
世
尊
寺
風
の
と
こ
ろ
も
窺
え
る
が
、
そ
れ
ほ
ど
は

っ
き
り
し
た
特
徴
は
見
え
な
い
。
ま
た
、
田
中
氏
蔵
の
詞
書
が
行
頭
か

ら
二
字
下
げ
で
書
か
れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
本
断
簡
は
ほ
ぼ
一
字
下

げ
で
書
か
れ
て
い
る
。
ツ
レ
と
判
断
す
る
の
は
躊
躇
せ
ざ
る
を
え
な
い
。

（
図
10
）松

老
ぬ
と
て
ま
つ
は
み
と
り
そ
ま
さ
り
け
る

我
が
く
ろ
か
み
の
ゆ
き
の
さ
む
さ
に

野
つ
く
し
に
も
む
ら
さ
き
お
ふ
る
野
辺
は
あ
れ
と

な
き
名
か
な
し
ふ
人
そ
き
こ
へ
ぬ

道
か
る
か
や
の
せ
き
も
り
に
の
み
み
え
つ
る
は

人
も
ゆ
る
さ
ぬ
み
ち
へ
な
り
け
り

海

図10　伝津守国夏・新古今集切

一
三
、「
二
宮
大
宮
司
隆
国　
　

い
つ
れ
の （
守
村
）」

『
伊
勢
物
語
和
歌
』
の
断
簡
。
ま
ず
、
伝
称
筆
者
の
「
二
宮
大
宮
司

隆
国
」
と
い
う
極
め
は
他
に
所
見
が
な
い
。
当
然
な
が
ら
ツ
レ
は
皆
無

で
あ
る
。
内
容
は
『
伊
勢
物
語
』
中
の
和
歌
だ
け
を
順
に
抄
出
し
た
も

の
で
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は
、
伝
西
行
筆
の
二
種
類
と
、
藤
原
定
家

筆
の
一
種
類
が
「
伊
勢
物
語
和
歌
切
」
と
い
う
名
目
で
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
管
見
で
は
、
他
に
伝
冷
泉
為
清
筆
の
一
葉
を
知
る
の
み
で
あ
る
。

抄
出
し
た
章
段
を
表
す
二
行
目
の
「
八
十
五
」
と
い
う
数
字
は
、
抄
出
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図10　伝津守国夏・新古今集切

一
三
、「
二
宮
大
宮
司
隆
国　
　

い
つ
れ
の （
守
村
）」

『
伊
勢
物
語
和
歌
』
の
断
簡
。
ま
ず
、
伝
称
筆
者
の
「
二
宮
大
宮
司

隆
国
」
と
い
う
極
め
は
他
に
所
見
が
な
い
。
当
然
な
が
ら
ツ
レ
は
皆
無

で
あ
る
。
内
容
は
『
伊
勢
物
語
』
中
の
和
歌
だ
け
を
順
に
抄
出
し
た
も

の
で
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は
、
伝
西
行
筆
の
二
種
類
と
、
藤
原
定
家

筆
の
一
種
類
が
「
伊
勢
物
語
和
歌
切
」
と
い
う
名
目
で
掲
載
さ
れ
て
い

る
。
管
見
で
は
、
他
に
伝
冷
泉
為
清
筆
の
一
葉
を
知
る
の
み
で
あ
る
。

抄
出
し
た
章
段
を
表
す
二
行
目
の
「
八
十
五
」
と
い
う
数
字
は
、
抄
出

元
の
『
伊
勢
物
語
』
の
伝
本
系
統
を
特
定
す
る
手
掛
か
り
に
な
る
か
も

し
れ
な
い
。『
新
編
国
歌
大
観
』
の
一
六
三
〜
一
六
四
番
の
歌
で
あ
る
。

（
図
11
）　い

つ
れ
の
神
に
な
き
な
お
ほ
せ
ん　
業
平

　

八
十
五

さ
く
ら
花
け
ふ
こ
そ
か
く
も
に
ほ
ふ
と
も

あ
な
た
の
み
か
た
あ
す
の
よ
の
ほ
と
業
平

図11　伝二宮大宮司隆国・伊勢物語和歌切
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一
四
、「
本
阿
弥
光
悦
柴
の
戸
を
（
守
村
）」

「
色
紙
」
で
あ
る
。
筆
跡
は
確
か
に
光
悦
風
で
あ
る
が
、
偽
物
の
多

い
光
悦
の
こ
と
と
て
、
真
贋
の
ほ
ど
は
不
明
と
言
う
し
か
な
い
。
歌
に

合
わ
せ
た
柴
ら
し
き
も
の
の
下
絵
が
あ
る
。
内
容
は
『
新
古
今
集
』
巻

二
（
一
七
三
番
）
の
歌
で
あ
る
。（
図
12
）

図12　伝本阿弥光悦・色紙（新古今集）

柴
の
戸
を
さ
す

　
　
　
　
　

や

　
　

日
影
の
名
残

　
　
　
　
　

な
く

　

春
く
れ
か
ゝ
る

　
　

山
の
は
の
く

　
　
　
　
　
　

も

一
五
、「
世
尊
寺
殿
行
能
卿
萩　
　
　
　

う
つ
ろ
は
ん （
守
村
）」

『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
上
（
二
八
二
〜
二
八
三
）
の
断
簡
。
行
能
は
藤

原
行
成
の
六
代
目
の
後
裔
。
行
成
以
後
の
子
孫
は
い
ず
れ
も
書
の
名
手

と
し
て
知
ら
れ
、
世
尊
寺
家
は
書
の
家
と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
が
、
行

能
以
前
は
各
人
が
個
性
的
で
、
ま
だ
世
尊
寺
流
と
い
う
よ
う
な
書
風
を

確
立
し
て
は
い
な
か
っ
た
。
行
能
以
後
は
行
能
の
書
風
を
継
承
し
、
こ

れ
が
世
尊
寺
流
と
呼
ば
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
特
に
『
和
漢
朗
詠
集
』

の
伝
本
に
世
尊
寺
家
の
人
が
筆
者
と
さ
れ
る
も
の
が
多
く
、
中
で
も
、

伝
行
能
筆
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
は
非
常
に
数
が
多
く
、
古
筆
切
も
伝
行

能
と
す
る
も
の
が
き
わ
め
て
多
い
。
固
有
名
を
持
つ
名
物
切
は
「
藤
井

切
」「
三
条
切
」
が
あ
る
の
み
だ
が
、
そ
の
他
の
伝
行
能
筆
の
「
和
漢

朗
詠
集
切
」
を
私
に
分
類
し
て
み
た
と
こ
ろ
、
四
十
種
ま
で
に
別
れ
た
。
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さ
ら
に
未
分
類
の
断
簡
が
相
当
数
残
っ
て
い
る
か
ら
、
実
際
は
も
っ
と

多
く
の
別
種
の
断
簡
が
あ
る
わ
け
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
伝
行
能
筆

「
和
漢
朗
詠
集
切
」
の
同
定
は
困
難
を
極
め
る
。
本
断
簡
も
、
今
の
段

階
で
は
ツ
レ
を
確
認
で
き
な
い
。

　
　

萩

暁
露
鹿
鳴
花
始
発
百
般
攀
折
一
時

秋
の
ゝ
に
は
き
か
る
な
は
を
な
み
ね
る
や

う
つ
ろ
は
ん
こ
と
た
に
お
し
き
あ
き
は
き
を

お
れ
ぬ
は
か
り
も
お
け
る
露
か
も

ど
う
い
う
わ
け
か
、
二
八
三
番
の
「
秋
の
の
」
の
歌
の
下
の
句
に
相

当
す
る
四
行
目
が
空
白
で
あ
る
。
三
行
目
の
第
二
句
「
は
ぎ
か
る
を
の

こ
」
と
あ
る
べ
き
と
こ
ろ
が
、「
を
の
こ
」
が
脱
落
し
て
い
る
。
そ
の

た
め
次
行
に
書
か
れ
る
べ
き
「
ね
る
や
ね
り
そ
の
」
の
第
三
句
の
冒
頭

が
第
二
句
の
下
部
に
書
か
れ
て
し
ま
い
、
非
常
に
奇
妙
な
句
に
な
っ
て

し
ま
う
。
そ
の
こ
と
に
気
付
い
た
筆
者
が
訂
正
を
す
べ
く
、
空
白
の
ま

ま
に
し
て
お
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。（
図
13
）

図13　伝世尊寺行能・和漢朗詠集切

一
六
、「
忠
家
卿
か
り
か
ね
に
（
琴
山
）」

「
柏
木
切
」『
二
十
巻
本
歌
合
』
の
う
ち
の
『
山
家
三
番
歌
合
』（
一

六
番
）
で
あ
る
。
本
断
簡
は
出
典
を
「
浅
見
家
旧
蔵
花
月
」
と
し
て

『
平
安
朝
歌
合
大
成
』
に
採
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
『
古
筆
学
大
成
』

は
、「
個
人
蔵
重
美
手
鑑
『
花
月
』」
と
し
て
原
寸
大
の
写
真
を
掲
げ
て

い
る
。
し
た
が
っ
て
図
版
の
転
載
及
び
翻
刻
は
省
略
す
る
。

一
七
、「
四
条
大
納
言
公
任
卿
五
条
の
（
印
影
不
鮮
明
）」

こ
の
断
簡
は
、『
古
筆
学
大
成
』
に
「
伝
藤
原
公
任
筆
「
古
今
集
切
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（
四
）」
と
し
て
掲
出
さ
れ
て
い
る
。
確
か
に
、
内
容
は
『
古
今
和
歌

集
』
巻
十
五
（
七
四
七
）
の
詞
書
と
お
お
む
ね
一
致
す
る
。
と
こ
ろ
が

困
っ
た
こ
と
に
、
詞
書
だ
け
な
の
で
散
文
と
し
て
見
る
と
、『
伊
勢
物

語
』
の
第
四
段
と
一
致
す
る
部
分
も
多
く
、
ど
ち
ら
と
も
決
め
か
ね
る

の
で
あ
る
。
書
き
ぶ
り
を
よ
く
見
る
と
、
上
部
に
二
字
分
く
ら
い
の
余

白
が
あ
り
、
下
は
料
紙
一
杯
に
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
。
下
部
を
切
断

し
て
除
い
て
し
ま
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
そ
う
い
う

例
は
ほ
と
ん
ど
見
か
け
た
こ
と
が
な
い
（
た
だ
し
、
経
典
に
は
あ
る

が
）。
こ
れ
は
、
歌
集
で
あ
る
た
め
に
詞
書
部
分
が
二
字
下
げ
に
書
か

れ
た
結
果
、
上
部
に
二
字
分
く
ら
い
の
空
白
が
あ
る
、
と
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
。
そ
う
考
え
れ
ば
、
こ
れ
は
「
伊
勢
物
語
切
」
で
は
な
く
、

や
は
り
『
古
今
集
』
な
の
か
と
い
う
と
、『
古
今
集
』
の
本
文
と
お
お

む
ね
一
致
す
る
と
は
い
っ
て
も
、
や
や
相
違
が
多
す
ぎ
る
。
杉
谷
寿
郎

氏
は
、『
平
安
私
家
集
研
究（
注
５
）』）

に
収
め
た
第
一
章
第
二
節
（
二
）「
業

平
集
の
古
筆
切
」
と
い
う
論
考
の
末
尾
に
付
け
加
え
た
［
追
記
２
］
に
、

「
手
鑑
『
花
月
』（「
江
州
浅
見
家
所
蔵
品
入
札
目
録
」
昭
和
三
年
九
月

二
四
日
、
京
都
美
術
倶
楽
部
）
に
新
出
の
一
葉
（
17
番
歌
）
も
、
写
真

が
小
さ
く
お
ぼ
つ
か
な
い
が
、
つ
れ
の
切
と
み
ら
れ
る
。」
と
記
し
て

い
る
。
こ
こ
で
杉
谷
氏
が
言
う
つ
れ
と
は
、
い
わ
ゆ
る
「
砂
子
切
業
平

集
」
を
指
し
て
い
る
。「
砂
子
切
」
の
写
真
と
比
較
す
る
と
確
か
に
筆

跡
は
よ
く
似
て
い
る
。
た
だ
、「
砂
子
切
」
は
自
由
自
在
な
散
し
書
き

な
の
に
対
し
て
、「
花
月
」
の
本
断
簡
は
行
頭
も
揃
っ
て
い
て
、
散
し

書
き
で
は
な
い
。
そ
の
点
に
一
抹
の
不
安
を
感
じ
る
が
、『
古
筆
学
大

成
』
所
収
の
「
砂
子
切
業
平
集
」
断
簡
の
う
ち
、
22
図
・
23
図
に
見
え

る
詞
書
の
部
分
は
散
し
書
き
に
な
っ
て
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、「
砂

子
切
」『
業
平
集
』
は
、
歌
の
部
分
だ
け
を
散
し
書
き
に
す
る
と
い
う

書
き
方
を
し
て
い
る
の
だ
と
考
え
る
こ
と
が
出
来
る
。
ま
た
、『
古
筆

学
大
成
』
の
「
解
説
」
に
お
い
て
小
松
茂
美
氏
は
、「
料
紙
の
一
面
に

雲
母
砂
子
を
撒
い
た
典
雅
な
美
し
さ
は
、
王
朝
貴
族
の
美
意
識
に
か
な

う
も
の
。
太
い
線
と
細
い
線
が
か
ら
み
合
っ
て
、
言
い
難
い
美
し
い
情

趣
を
醸
し
出
し
て
い
る
。」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
、「
砂
子
切
」
の

説
明
と
し
て
も
ぴ
っ
た
り
符
合
す
る
。
杉
谷
氏
の
意
見
を
正
し
い
と
認

め
る
べ
き
で
あ
る
と
思
う
。
杉
谷
氏
の[

追
記]

に
翻
刻
が
な
さ
れ
て
い

る
が
行
詰
が
違
っ
て
い
る
し
、『
古
筆
学
大
成
』
に
は
写
真
と
翻
刻
は

あ
る
が
「
古
今
集
切
」
と
し
て
あ
る
の
で
、
念
の
た
め
こ
こ
に
も
「
花

月
」
の
写
真
と
翻
刻
を
載
せ
て
お
く
。（
図
14
）
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五
条
の
き
さ
い
の
宮
の
に
し
の

た
い
な
る
人
に
し
の
ひ
て
も
の
い

ひ
は
へ
る
む
月
十
日
許
ほ
か
へ
ま
か

り
に
け
れ
は
も
の
も
え
い
は
て
又

の
と
し
の
春
む
め
の
さ
か
り
に
か
の

た
い
に
ま
か
り
て
廿
日
の
月
の
か
た
ふ
く
ま

て
に
あ
は
ら
な
る
い
た
し
き
に
な
か
め
て

図14　伝藤原公任・砂子切（業平集）

二
　「
八
八
　
古
筆
手
鑑
」

三
点
の
古
筆
手
鑑
の
二
点
目
は
名
前
が
な
く
、
無
銘
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
う
ち
の
三
葉
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
中
で
も

後
述
す
る
「
民
部
切
」
は
個
人
蔵
と
し
て
展
示
さ
れ
た
り
し
て
い
る
の

で
、
こ
の
手
鑑
は
す
で
に
解
体
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

一
八
、
極
札
な
し
。

写
真
は
あ
ま
り
鮮
明
で
は
な
い
が
、
辛
う
じ
て
見
え
る
地
の
紋
様
と

内
容
、
筆
跡
か
ら
、
伝
源
俊
頼
筆
の
、「
民
部
切
」『
古
今
和
歌
集
』
と

見
ら
れ
る
。
巻
十
五
（
七
八
五
〜
七
八
七
）
の
断
簡
で
あ
る
。

こ
の
断
簡
は
、
右
に
述
べ
た
よ
う
に
、『
古
筆
学
大
成
』
や
『
名
跡

叢
刊
』
に
個
人
蔵
と
し
て
写
真
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
ほ
か
、
根
津
美
術

館
で
行
な
わ
れ
た
「
古
筆
名
葉
展
」
に
も
出
展
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ぞ

れ
原
寸
大
の
写
真
も
出
て
い
る
。
よ
っ
て
こ
こ
で
取
り
上
げ
る
必
要
は

な
く
、
翻
刻
は
『
古
筆
切
資
料
集
成
』
に
も
あ
る
の
で
割
愛
す
る
。

一
九
、
極
札
な
し
。

本
稿
「
八
」
と
同
じ
、
藤
原
俊
成
筆
の
「
日
野
切
」『
千
載
和
歌



84

集
』
巻
十
七
（
一
一
五
三
）
の
断
簡
で
あ
る
。「
日
野
切
」
は
撰
者
自

筆
本
と
し
て
そ
の
重
要
さ
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
。
あ
え
て

云
々
す
る
必
要
も
な
い
。
本
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
が
何
故
か
釈
文

の
み
を
掲
出
し
て
い
て
、
写
真
は
転
載
し
て
い
な
い
。
特
に
写
真
が
不

鮮
明
だ
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
の
で
、
何
故
こ
ち
ら
は
写
真
が
転
載
さ

れ
な
か
っ
た
の
か
不
思
議
で
あ
る
。（
図
15
）

　
　
　
　
　
　
　

藤
原
宗
隆

み
る
ゆ
め
の
す
き
に
し
か
た
を
さ
そ
ひ
き
て

さ
む
る
ま
く
ら
も
む
か
し
な
り
せ
は

図15　藤原俊成・日野切（千載集）

二
〇
、「
俊
成
卿
ち
り
ぬ
れ
は
（
琴
山
）」

藤
原
俊
成
筆
の
「
御
家
切
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
一
（
六
四
〜
六

六
）
で
あ
る
。
こ
の
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
写
真
が
転
載
さ
れ
て

お
り
、
釈
文
も
備
わ
っ
て
い
る
か
ら
、
こ
こ
で
は
割
愛
す
る
。

二
一
、「
小
野
道
風
朝
臣
化
成
経　

小
切
二
行 （
琴
山
）」

小
野
道
風
筆
を
称
す
る
経
切
（
本
稿
「
二
」
参
照
）。
三
跡
の
筆
頭

に
位
置
す
る
人
で
あ
る
か
ら
、
古
筆
手
鑑
に
は
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
存
在

と
い
う
わ
け
で
、
需
要
に
応
じ
て
経
切
が
量
産
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

当
然
多
種
多
様
な
経
が
切
ら
れ
た
わ
け
だ
が
、
前
述
し
た
よ
う
に
『
法

華
経
』
の
切
が
突
出
し
て
多
い
。
し
か
し
、
本
断
簡
は
『
大
乗
本
性
心

地
観
経
』
序
品
（
大
正
新
修
294
頁
ａ
12
〜
14
）
で
、
ツ
レ
は
国
宝
手
鑑

『
翰
墨
城
』（
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
蔵
）
に
あ
る
一
葉
だ
け
で
あ
る
。『
翰
墨

城
』
に
収
め
ら
れ
た
の
は
、
金
銀
泥
の
下
絵
が
あ
る
豪
華
な
料
紙
が
用

い
ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
ろ
う
。
そ
し
て
本
断
簡
の
直
前
に
接
す
る
９
行

目
か
ら
12
行
目
に
相
当
す
る
。
本
断
簡
も
た
っ
た
の
二
行
で
あ
る
が
、

料
紙
の
上
部
と
下
部
に
下
絵
ら
し
き
紋
様
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。

（
図
16
）
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化
世
経
无
量
劫
一
切
珍
宝
充
満
国
界
時
彼
輪

王
観
諸
世
間
皆
悉
无
常
厭
五
欲
楽
捨
輪
王
位

図16　伝小野道風・経切（心地観経）

二
二
、「
吉
備
公
三
千
大
千
（
琴
山
）」

『
菩
薩
蔵
経
』（
大
正
新
修
1089
頁
ｂ
09
‐
10
）
で
あ
る
。
吉
備
真
備
筆

と
さ
れ
る
経
切
で
最
も
有
名
な
の
は
、「
虫
喰
切
」
の
『
成
唯
識
宝
生

論
』
だ
が
、
そ
れ
に
つ
い
で
数
が
多
い
の
が
『
四
分
律
刪
補
随
機
羯

磨
』
の
断
簡
で
あ
る
。
本
断
簡
は
そ
れ
ら
に
次
ぐ
も
の
で
、
ツ
レ
と
し

て
は
『
雁
叢
』
の
二
行
と
、
善
光
寺
大
勧
進
蔵
古
筆
切
貼
交
屏
風
の
二

行
な
ど
が
あ
る
。（
図
17
）

三
千
大
千
世
界
雑
類
衆
生
於
一
念
頃
俱
得
人

身
已
復
能
令
得
縁
覚
菩
提
常
以
四
事
供
養
施

図17　伝吉備真備・経切（菩薩蔵経）

二
三
、「
為
家
卿
か
へ
る
は
る
（
琴
山
）」

極
め
は
「
為
家
」
と
あ
る
が
、
通
常
は
伝
藤
原
家
隆
筆
「
升
底
切
」

と
呼
ば
れ
て
い
る
『
金
葉
和
歌
集
』
の
断
簡
で
あ
る
。
巻
一
（
九
二
〜

九
三
）
の
部
分
で
、
一
首
置
い
て
す
ぐ
後
ろ
に
続
く
九
五
〜
九
六
番
の

断
簡
が
国
宝
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』（
出
光
美
術
館
蔵
）
に
貼
ら
れ
て

い
る
。『
古
筆
学
大
成
』
は
こ
れ
も
釈
文
の
み
で
、
何
故
か
写
真
は
転

載
し
て
い
な
い
の
で
、
こ
こ
に
図
版
だ
け
載
せ
て
お
こ
う
。（
図
18
）
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図18　伝藤原為家（家隆）・升底切（金葉集）

二
四
、「
寂
蓮
（
琴
山
）」

伝
寂
蓮
筆
「
胡
粉
地
切
」『
後
撰
和
歌
集
』
巻
十
（
六
三
二
〜
六
三

五
）
の
断
簡
。『
古
筆
学
大
成
』
が
写
真
を
転
載
し
て
お
り
、『
古
筆
切

資
料
集
成
』
が
翻
刻
を
載
せ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
い
。

三
　「
八
九
　
古
筆
手
鑑
」

三
つ
目
の
手
鑑
も
名
前
は
な
く
、
無
銘
で
あ
る
。
一
面
に
一
葉
か
二

葉
を
貼
付
し
た
標
準
的
な
手
鑑
と
思
わ
れ
る
が
、
名
物
切
を
い
く
つ
も

収
め
た
す
ぐ
れ
た
手
鑑
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
手
鑑
も
単
独

で
現
存
し
て
い
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で
、
解
体
さ
れ
た
と
思
わ

れ
る
。

二
五
、「
聖
武
天
皇
稟
則
不
防
（
琴
山
）」

い
わ
ゆ
る
「
大
聖
武
」『
賢
愚
経
』（
大
正
新
修
391
頁
ａ
29
〜
ｂ
02
）

で
あ
る
。
古
筆
手
鑑
の
巻
頭
に
貼
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
た
故
か
、
は
た

ま
た
「
聖
武
天
皇
」
と
い
う
伝
称
筆
者
名
の
故
か
、
き
わ
め
て
多
く
の

断
簡
が
現
存
し
て
い
る
。
東
大
寺
や
前
田
育
徳
会
、
東
京
国
立
博
物
館

等
に
巻
子
の
ま
ま
現
存
し
て
い
る
も
の
も
あ
る
が
、
巻
の
分
け
方
が
現

在
残
る
完
本
と
一
致
せ
ず
、
古
い
巻
分
け
の
形
を
残
し
て
い
る
と
み
な

さ
れ
て
い
る
。

本
断
簡
は
「
快
目
王
眼
施
品
第
二
十
七
」
の
一
部
で
あ
る
。（
図
19
）



87　古筆切拾塵抄・続（十）─入札目録の写真から─

稟
則
不
防
慮
未
然
之
事
邊
土
之

民
役
調
煩
劇
則
思
違
背
儐
属
他

国
商
估
税
脱
違
於
常
度
悪
禅
行
来

図19　伝聖武天皇・大聖武（賢愚経）

二
六
、「
光
明
皇
后
流
水
念
念
（
琴
山
）」

紺
紙
金
字
経
で
、
紺
と
は
断
定
し
か
ね
る
と
い
う
点
は
前
出
の
例

（
本
稿
「
二
」）
に
同
じ
。
内
容
は
『
観
普
賢
経
』（
大
正
新
修
393
頁
ａ

02
〜
03
）
の
一
行
で
あ
る
。
現
時
点
で
は
ツ
レ
を
確
認
で
き
な
い
。
写

真
の
転
載
で
は
ほ
と
ん
ど
読
め
な
い
と
思
う
が
、
墨
の
濃
淡
を
強
調
し

て
ス
キ
ャ
ン
す
る
と
読
む
こ
と
が
で
き
る
。（
図
20
）

流
水
念
念
之
中
得
見
普
賢
菩
薩
及
十
方
佛
時

図20　伝光明皇后・経切（観普賢経）

二
七
、「
俊
成
卿
み
つ
の
う
へ
に
（
印
影
不
鮮
明
）」

伝
藤
原
俊
成
筆
の
「
顕
広
切
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
七
（
九
二
○

〜
九
二
二
）
の
断
簡
。
本
断
簡
は
久
曽
神
昇
氏
の
所
蔵
に
帰
し
、『
古

筆
切
影
印
解
説
Ⅰ
古
今
集
編
』
に
カ
ラ
ー
図
版
で
紹
介
さ
れ
て
い
る
。「
顕

広
切
」
が
俊
成
自
筆
本
で
は
な
く
、
鎌
倉
末
か
ら
室
町
初
期
の
転
写
本

で
あ
る
こ
と
が
、
池
田
和
臣
氏
の
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
（
注
６
）。

図

版
・
翻
刻
は
省
略
す
る
。
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二
八
、「
定
家
卿
廿
六
日

早
旦
参 （
琴
山
）」

藤
原
定
家
自
筆
の
「
明
月
記
切
」
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
国
書
刊
行

会
本
に
本
文
が
あ
り
、
年
月
日
を
特
定
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
正
治
元

年
七
月
二
十
六
日
条
で
あ
る
。「
浅
見
家
入
札
目
録
」
に
こ
の
日
の
断

簡
が
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
『
明
月
記
研
究
提
要
』
の
「『
明
月
記
』

原
本
及
び
原
本
断
簡
一
覧
」
に
尾
上
陽
介
氏
の
指
摘
が
あ
る
。
図
版
の

紹
介
は
ま
だ
な
い
の
で
こ
こ
に
転
載
し
て
お
く
。（
図
21
）

図21　藤原定家・明月記切

廿
六
日　
　
　
　

天
晴

早
旦
参
大
炊
殿
午
時
許
向
坊
門
未
時
参
八
条
殿

即
帰
廬
女
房
此
間
向
西
九
条
帰
来
之
後
参
御
所

大
臣
殿
御
坐
無
程
退
下

人
云
親
宗
卿 

僻 

事
也
猶
存
命
云
々

本
文
は
国
書
刊
行
会
本
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
。
た
だ
、
五
行
目

の
「
僻
事
」
の
「
僻
」
の
文
字
は
重
ね
書
き
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
、

黒
々
と
し
て
い
る
が
読
み
に
く
い
。
何
か
こ
の
事
件
に
つ
い
て
具
体
的

に
書
こ
う
と
し
て
思
い
直
し
て
「
僻
」
と
書
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
記

述
し
て
い
る
時
の
定
家
の
一
瞬
逡
巡
し
た
心
の
内
を
垣
間
見
る
よ
う
で

あ
る
。

二
九
、「
解
脱
上
人
（
琴
山
）」

伝
解
脱
上
人
貞
慶
筆
の
内
容
未
詳
の
仏
書
切
。
貞
慶
筆
と
い
う
極
め

を
持
つ
仏
書
切
は
た
い
へ
ん
多
く
、
内
容
も
種
々
様
々
で
あ
る
。
最
も

数
の
多
い
代
表
的
な
も
の
は
、『
摩
訶
止
観
輔
行
傳
弘
決
』
を
抜
粋
し

た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
他
、
か
な
り
の
数
が
あ
る
も
の
に
は
、『
釈
迦

如
来
五
百
大
願
』、『
大
日
経
疏
指
心
抄
』
と
か
が
あ
り
、
そ
の
他
に
も

『
成
唯
識
論
本
文
抄
』
は
じ
め
唯
識
関
係
の
仏
書
な
ど
が
多
く
見
ら
れ

る
。
し
か
し
出
典
不
明
の
も
の
が
圧
倒
的
に
多
く
、
そ
も
そ
も
解
読
で

き
な
い
も
の
が
多
い
。
こ
こ
で
も
写
真
の
転
載
の
み
に
止
め
、
翻
刻
は

省
略
に
従
い
た
い
。（
図
22
）
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図22　伝解脱上人貞慶・未詳仏書切

三
〇
、「
慈
鎮
和
尚
佛
法
の
な
か
に
（
琴
山
）」

仮
名
書
き
の
『
法
華
経
』
で
あ
る
。「
慈
鎮
」
は
歌
人
と
し
て
は

「
慈
円
」
の
名
で
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
「
慈
円
」
に

統
一
す
る
。
伝
慈
円
筆
の
「
仮
名
書
き
法
華
経
切
」
に
は
、
主
な
も
の

が
二
種
あ
り
、
そ
の
他
の
一
葉
の
み
の
も
の
も
含
め
る
と
現
時
点
で
五

種
あ
る
。
本
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
が
（
一
）・（
二
）
と
挙
げ
る
中

の
（
一
）
の
一
葉
で
あ
る
。
金
銀
箔
の
砂
子
、
野
毛
な
ど
を
雲
状
に
撒

い
た
装
飾
料
紙
を
用
い
て
い
る
。
鎌
倉
初
期
の
仮
名
書
き
写
経
と
し
て

貴
重
な
遺
品
で
あ
る
が
、
本
断
簡
は
『
古
筆
学
大
成
』
に
写
真
が
転
載

さ
れ
釈
文
も
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
割
愛
し
た
い
（
注
７
）。

三
一
、「
小
野
道
風
朝
臣
解
説
（
琴
山
）」

内
容
は
『
法
華
経
』
薬
王
本
事
品
第
二
十
三
（
大
正
新
修
053
頁
ａ
08

〜
13
）。
伝
小
野
道
風
筆
の
「
法
華
経
切
」
の
一
つ
。
ツ
レ
と
見
ら
れ

る
断
簡
も
比
較
的
多
く
、
仁
和
寺
蔵
手
鑑
、
徳
川
黎
明
会
蔵
「
藁
叢

（
人
）」、
富
岡
美
術
館
蔵
「
文
彩
」
等
に
も
見
ら
れ
る
。
本
連
載
の

（
六
）
で
取
り
上
げ
た
昭
和
五
年
五
月
の
『
信
州
松
本
藩
主
戸
田
子
爵

家
蔵
品
入
札
目
録
』
に
あ
っ
た
も
の
も
ツ
レ
ら
し
い
。
さ
ら
に
、『
藁

叢
（
人
）』
の
断
簡
は
本
断
簡
の
前
に
直
接
接
続
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
本
稿
「
二
」「
二
一
」
参
照
。）（
図
23
）

図23　伝小野道風・経切（法華経）

解
説
諸
天
龍
神
夜
叉
乾
闥
婆
阿
修
羅
迦
楼
羅
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緊
那
羅
摩
睺
羅
伽
人
非
人
等
又
他
国
土
諸
来

菩
薩
及
此
聲
聞
衆
聞
皆
歓
喜
尒
時
佛
告
宿
王

華
菩
薩
乃
往
過
去
無
量
恒
河
沙
劫
有
佛
号
日

月
浄
明
徳
如
来
来
応
供
正
遍
知
明
行
足
善
逝
世

三
二
、「
小
野
道
風
□
如
毛
ノ
切
（
了
雪
）」

「
極
札
」
の
筆
者
名
の
下
に
記
載
さ
れ
た
小
書
部
分
は
、
通
常
、
本

文
の
書
き
出
し
の
冒
頭
の
語
句
を
指
し
て
い
る
の
だ
が
、
印
刷
が
不
鮮

明
で
判
読
で
き
な
い
。
か
ろ
う
じ
て
字
画
を
た
ど
っ
て
み
る
と
右
の
よ

う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
本
文
と
一
致
し
な
い
。
別
の
断
簡
に

付
さ
れ
た
極
札
を
誤
っ
て
付
け
た
の
か
も
し
れ
な
い
。
出
典
は
、『
大

智
度
論
』
巻
三
十
八
「
釈
往
生
品
」
四
之
上
（
大
正
新
修
340
頁
ｂ
03
〜

05
）
で
、
伝
道
風
の
経
切
の
中
に
同
じ
経
典
を
出
典
と
す
る
も
の
は
な

い
。
そ
の
こ
と
も
誤
り
の
蓋
然
性
を
高
め
る
。
筆
者
名
の
間
違
い
（
故

意
の
取
り
換
え
に
よ
る
可
能
性
も
あ
る
。）
を
留
意
し
た
上
で
、
次
に

掲
げ
て
お
く
。（
図
24
）

處
或
生
卅
三
天
夜
摩
天
兜
率
天
化
楽
天
他

化
自
在
天
於
是
中
成
就
衆
生
亦
浄
佛
世
界
常

図24　伝小野道風・経切（大智度論）

三
三
、「
行
成
卿
花
の
い
ろ
も
て
（
琴
山
）」

「
荒
木
切
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
（
四
五
○
〜
四
五
二
）
の
断
簡
。

「
荒
木
切
」
に
は
行
成
と
公
任
の
二
通
り
の
極
札
が
あ
る
。
近
年
は

公
任
と
す
る
方
が
優
勢
だ
が
、
古
筆
家
の
極
め
は
ほ
と
ん
ど
が
行
成
で
、

公
任
と
す
る
も
の
は
き
わ
め
て
少
な
い
。『
古
筆
学
大
成
』
は
行
成
と

し
て
掲
出
し
て
い
る
。
本
断
簡
は
、『
古
筆
学
大
成
』『
名
跡
叢
刊
』
に

は
個
人
蔵
と
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
十
年
五
月
の
「
日
本
美
術
名
品
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展
」
の
図
録
に
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
バ
ー
ク
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
と
あ
る
。

こ
の
手
鑑
が
解
体
さ
れ
た
証
し
に
な
ろ
う
。
図
版
・
翻
刻
は
省
略
す
る
。

三
四
、「
公
任
卿
朗
詠
切
」

極
札
の
書
式
に
則
っ
て
お
ら
ず
、
正
式
の
極
札
で
は
な
い
が
、
確
か

に
、
伝
藤
原
公
任
筆
「
雲
紙
和
漢
朗
詠
集
切
」
で
あ
る
。
公
任
は
さ
す

が
に
『
和
漢
朗
詠
集
』
の
撰
者
だ
か
ら
、
伝
公
任
筆
の
『
和
漢
朗
詠

集
』
は
枚
挙
に
い
と
ま
が
な
い
く
ら
い
多
種
多
様
な
も
の
が
あ
る
。
と

こ
ろ
が
、
雲
紙
本
と
な
る
と
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
な
い
。
わ
ず
か
に

高
松
宮
御
手
鑑
の
19
行
と
、
田
中
登
氏
が
『
平
成
新
修
古
筆
資
料
集
第

三
集
』
に
紹
介
さ
れ
た
４
行
と
の
二
種
類
し
か
な
い
。
田
中
氏
蔵
の
ツ

レ
が
『
関
西
大
学
図
書
館
フ
ォ
ー
ラ
ム
』
第
10
号
に
あ
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
他
方
、『
高
松
宮
蔵
御
手
鑑
』
の
ツ
レ
に
な
る
の
が
本
断
簡
で

あ
ろ
う
。
雲
紙
本
と
い
う
貴
重
な
写
本
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
二
種
類
各

二
葉
と
い
う
た
い
そ
う
稀
な
断
簡
と
い
う
こ
と
に
な
る
。『
和
漢
朗
詠

集
』
巻
下
・
帝
王
付
法
皇
（
六
六
一
〜
六
六
四
）
の
部
分
で
あ
る
。（
図

25
）

栄
啓
期
之
歌
三
楽
未
到
常
楽
之
門
皇
甫

謐
之
述
百
王
猶
暗
法
王
之
道
江
相
公

玉
扆
日
臨
文
鳳
見
紅
旗
風
巻
画
龍
揚

刑
鞭
蒲
朽
蛍
空
去
諫
鼓
苔
深
鳥
不
驚

な
に
は
つ
に
さ
く
や
こ
の
は
な
ふ
ゆ
こ
も
り

い
ま
は
ゝ
る
へ
と
さ
く
や
こ
の
は
な

図25　伝藤原公任・雲紙和漢朗詠集切

三
五
、「
俊
頼
朝
臣
大
宰
監
大

こ
ひ
し
な （
朝
倉
茂
入
の
印
）」

伝
源
俊
頼
筆
「
拾
遺
抄
切
」
で
あ
る
。
伝
俊
頼
筆
の
「
拾
遺
抄
切
」
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は
『
古
筆
学
大
成
』
が
（
一
）（
二
）
に
分
類
し
て
い
る
が
、
有
名
な

も
の
は
（
一
）
の
方
で
あ
る
。
本
断
簡
も
（
一
）
の
一
葉
で
、『
古
筆

学
大
成
』
は
浅
見
家
入
札
の
こ
の
写
真
を
転
載
し
て
い
る
。
ま
た
、

『
過
眼
墨
宝
選
集
５
』
に
は
原
本
の
写
真
を
載
せ
て
お
り
、
手
鑑
か
ら

切
り
出
さ
れ
た
単
独
の
一
葉
と
し
て
今
も
残
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

『
拾
遺
抄
』
の
巻
七
（
二
四
七
〜
二
四
九
）
で
あ
る
。
図
版
・
翻
刻
は

省
略
す
る
。

三
六
、「
大
僧
正
行
尊
起
□
爰
違
（
琴
山
）」

内
容
未
詳
の
仏
書
の
断
簡
。
行
尊
を
伝
称
筆
者
と
す
る
名
物
切
に
、

「
南
坊
切
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
国
宝
手
鑑
『
藻
塩
草
』
に
貼
ら
れ

て
い
る
も
の
は
、『
弥
勒
上
生
経
疏
賛
』
の
断
簡
で
、
出
光
美
術
館
蔵

手
鑑
『
浜
千
鳥
』
所
収
の
断
簡
も
そ
う
で
あ
る
。
一
方
、
出
光
美
術
館

蔵
の
国
宝
手
鑑
『
見
ぬ
世
の
友
』
所
収
の
断
簡
は
「
南
坊
切
」
と
小
札

に
書
い
て
あ
る
が
出
典
不
明
の
仏
書
で
あ
る
。
そ
の
他
に
は
行
尊
を
筆

者
と
す
る
古
筆
切
は
あ
ま
り
多
く
な
い
よ
う
で
あ
る
。
本
断
簡
も
た
い

へ
ん
読
み
に
く
い
が
、
強
い
て
読
め
る
字
を
辿
っ
て
行
く
と
、『
阿
毘

達
摩
順
正
理
論
』
や
『
俱
舎
論
記
』
と
一
致
す
る
文
言
が
あ
る
が
、
全

体
が
一
致
す
る
こ
と
も
な
い
。（
図
26
）

起
ハ
爰 

違
貪
瞋
於 

親 

非 

親 

等

相
故
□
慈
之
行
相
違
瞋
非
貪

ハ
了 

第
二
空
□
無
□
貪
故
□ 

地 

図26　伝行尊・未詳仏書切

三
七
、「
文
覚
上
人
（
琴
山
）」

書
状
の
断
簡
で
あ
る
。
世
に
、
文
覚
を
称
す
る
書
状
の
断
簡
は
無
数

に
あ
る
が
、
真
筆
と
言
え
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
で
あ
ろ
う
。
当
然

な
が
ら
真
偽
の
ほ
ど
は
分
か
ら
な
い
。（
図
27
）
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け
さ
に
い
れ
ま
□
ゝ

□
ぬ 
み 

む

く
め
て
た
く
候

 

や 
く
し
の
こ
れ
う
に

強
い
て
読
ん
で
み
た
が
、
ま
ず
誤
読
だ
ら
け
に
違
い
な
い
。

図27　伝文覚・書状切

三
八
、「
俊
乗
坊
重
源
法
一
貪
（
琴
山
）」

内
容
は
『
別
訳
雑
阿
含
経
』
巻
七
（
大
正
新
修
421
頁
ｃ
27
〜
29
）
で

あ
る
。
伝
重
源
筆
の
経
切
と
し
て
名
の
あ
る
も
の
は
「
五
輪
塔
切
」
と

称
さ
れ
る
も
の
で
、
紙
背
に
五
輪
塔
形
の
印
が
押
さ
れ
て
い
る
か
ら
だ

と
さ
れ
て
い
る
。
紙
背
の
確
認
は
不
可
能
で
あ
る
が
、「
五
輪
塔
切
」

の
内
容
は
ま
さ
に
『
別
訳
雑
阿
含
経
』
で
あ
り
、
現
在
判
明
し
て
い
る

も
の
は
す
べ
て
巻
七
の
断
簡
で
あ
る
。
筆
跡
も
「
五
輪
塔
切
」
と
同
筆

と
見
ら
れ
る
の
で
、
本
断
簡
は
「
五
輪
塔
切
」
と
認
め
た
い
。（
図
28
）

法
一
貪
欲
楽
二
名
習
於
无
益
身
事
非
聖
之
法

徒
受
无
益
損
減
習
於
欲
楽
是
名
下
賤
繋
累
之

図28　伝重源・五輪塔切（別訳雑阿含経）

三
九
、「
寂
蓮
法
師
あ
き
か
せ
の
（
印
影
不
鮮
明
）」

伝
寂
蓮
筆
「
右
衛
門
切
」『
古
今
和
歌
集
』
巻
十
五
（
八
二
三
〜
八

二
五
）
の
断
簡
。『
古
筆
学
大
成
』
に
個
人
蔵
と
し
て
収
め
ら
れ
て
い

る
。
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
の
「
古
筆
と
水
滴
」
展
に
出
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て
い
る
の
で
、
セ
ン
チ
ュ
リ
ー
文
化
財
団
の
所
蔵
な
の
で
あ
ろ
う
。
よ

っ
て
、
図
版
と
翻
刻
は
省
略
に
従
う
。

以
上
の
三
十
九
葉
が
こ
の
目
録
に
収
め
ら
れ
た
古
筆
切
の
す
べ
て
で

あ
る
。
手
鑑
『
花
月
』
は
ど
う
や
ら
そ
の
ま
ま
の
形
で
現
在
ま
で
伝
え

ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
無
銘
の
二
つ
の
手
鑑
は
、
こ
の
後
解
体

さ
れ
て
し
ま
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
い
く
つ
か
の
古
筆
切
は
今
も
大
切
に

保
存
さ
れ
、
展
示
も
さ
れ
た
り
し
て
い
る
ら
し
い
の
は
喜
ぶ
べ
き
こ
と

で
あ
る
が
、
散
逸
し
て
失
わ
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
も
少
な
く
な
い
の
で

は
な
か
ろ
う
か
。
惜
し
む
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
後
世
に
せ
め
て
痕
跡
を

残
し
、
後
人
の
た
め
に
い
く
ら
か
で
も
役
立
て
た
い
と
い
う
さ
さ
や
か

な
目
的
で
、
こ
の
よ
う
な
連
載
を
継
続
す
る
の
も
そ
の
た
め
で
あ
る
。

（
注
１
） 

町
原
亮
著
。
明
治
三
五
年
三
月
、
中
追
岩
次
郎
刊
。
そ
の
他
、

長
浜
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
参
照
。

（
注
２
） 

橋
本
不
美
男
・
滝
沢
貞
夫
著
。
昭
和
五
二
年
四
月
、
笠
間
書
院

刊
。

（
注
３
） 

頁
数
は
下
三
桁
を
取
る
。
上
中
下
段
を
ａ
・
ｂ
・
ｃ
で
表
す
。

以
下
同
様
に
処
置
す
る
。

（
注
４
）
本
連
載
（
八
）、（
九
）。

（
注
５
） 

杉
谷
寿
郎
著
。
平
成
十
年
十
月
、
新
典
社
刊
。

（
注
６
） 

池
田
和
臣
著
『
古
筆
資
料
の
発
掘
と
研
究 

残
簡
集
録 

散
り
ぬ
る

を
』。
平
成
二
六
年
九
月
、
青
簡
社
刊
。（
初
出
は
、「
中
央
大
学

文
学
部
紀
要 

言
語
・
文
学
・
文
化
」
第
一
○
三
号
、
平
成
二
一

年
三
月
）。

（
注
７
） 

拙
稿
「
仮
名
書
き
経
典
に
つ
い
て
―
伝
西
行
筆
法
華
経
化
城
喩

品
切
を
め
ぐ
っ
て
」（
浅
田
徹
編
『
日
本
化
す
る
法
華
経
』（
二

〇
一
六
年
十
月
刊
『
ア
ジ
ア
遊
学
』
202
所
収
）
の
段
階
で
は
四

種
だ
っ
た
。

 

（
こ
じ
ま
・
た
か
ゆ
き　

成
城
大
学
名
誉
教
授
）


